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① 遊びが生みだした通人 

江戸中期以降の変化・・・江戸の遊びをリードした「通人」 

【食文化】 

上方系の薄口醤油から関東の濃口醤油・・・※１ 

 

 

 

 

上方風の「うどん」から江戸好みの「蕎麦」、それに伴って「てんぷら」・「おでん」※２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

【商人・通人】 

江戸生まれの大商人、中堅商人が吉原や芝居小屋で粋な遊びを繰り広げた。 

蔵前の札差ら通人豪商が「十八大通」とし、ヒーローとしてもてはやした。 

余暇をより贅沢に楽しもうとする通人豪商達は、役者や知識人と親交をもち、彼らのパトロンとなり狂歌連や句会な

ど様々な会合を開いた。 

【本】 

洒落本：粋な遊びに通じた通人の遊ぶ様を描いた絵本。遊郭で恥をかかないためのハウツー本としても庶民に読

まれた。 

黄表紙本：通人のサロンから生まれた、江戸っ子気質や風俗を当時の言葉と絵で表現したもの。 

最も有名な物は山東京伝の「江戸生艶気樺焼」。 

【町人と娯楽】 

俳句や川柳の投句箱が町に置かれ、半月に一度の回収日には一万句以上集まることもあった。 

会話の中に俳句や川柳を織り込み、シャレを効かせて粋を競った。 

豊かな教養を前提とする文人趣味を庶民までもが自らつくり楽しんだ。 

不自由な封建社会の中で唯一自由に振舞えるのが娯楽であった。 

※１  薄口醤油は兵庫県立野地方を中心に製造されてきた。起源は寛文６（１６６６）年といわれ、京

料理など、上方の嗜好により普通のしょうゆから薄口へと変わったものとされる。 

江戸近辺において、1年で製造できる「こいくち醤油」が考案された。 

※２  江戸初期家康が江戸城に入城した天正 18 年（1590）当時、江戸は湿地帯の一寒村にすぎなかった。開府以降「天

下普請」と呼ばれる町づくりが始まったが、当時の江戸人は上方から移住した人が中心だったため、うどんが好まれたという

説がある。 

蕎麦は本来痩せた土地で育てられる作物であり、貧乏臭い食べ物という認識が当初あったものの、江戸の中期以降に醤

油とカツオだしを原料に上等なツユを作れるようになってから蕎麦は、粋を追及する江戸の通人によって、江戸の粋な食べ

物に昇華された。 

それが「上方はうどん、江戸は蕎麦」という江戸の通人の意識になった。 

 



②「連」の中心にあった歌舞伎 

江戸では「連」というものが盛んであった。 

Ex.狂歌連・河東節連・贔屓連など通人達のサロンもいわゆる「連」である。※１ 

浮世絵・狂歌・川柳・絵草紙・風俗、江戸の文化はすべて連なり共存するネットワークがあった。その中でネットワー

クの核として存在したのが「歌舞伎」。 

 

 

 

【主な連】 

歌舞伎は錦絵・絵草紙・俳句・川柳などあらゆる江戸文芸の題材となった。 

歌舞伎の方も、相撲・遊郭・奇席との関わりがある。 

【歌舞伎と人々の繋がり】 

連歌師、戯作者など江戸文化の担い手は熱狂的な歌舞伎ファンが多かった。 

そのため役者との親交も深かった。 

通人も芝居ファンが非常に多く、金主であるため、役者のパトロンであることもあった。 

市川団十郎の贔屓連は、河東節連の中にもなり、狂歌連の顔ぶれでもあった。 

そのため、役者も狂歌連に参加し、句会を催した。 

歌舞伎の楽しみは芝居だけでなく、様々な人が役者を通し交流することにもあった。 

【芝居国】 

江戸時代の芝居見物は一日がかりの娯楽であった。 

・・・・それは芝居町全体が日常生活とは隔絶した華やかな祝祭空間であったからである。 

大小の芝居茶屋が町全体連なり、芝居気分を盛り上げ、その中心にある芝居小屋は祭りの山鉾のように賑わって

いた。 

芝居を見に行くことは異次元への旅であり、祭りや物見遊山※２と共通したのである。 

 

 

 

 

【芝居茶屋】 

芝居町全体に軒を連ねる。 

酒を飲み、料理を味わう場所であり、役者や芸者を呼んで遊宴することもあった。 

時に、衣装・髪型・髪飾り・持ち物などファッションを競いあうことのあった。 

【芝居】 

様々な情報が盛り込まれた情報発信源であり、流行の発信源でもあった。 

観客は見るだけではなく、掛け声をかけ役者とやり取りをし、自らも芝居に参加した。 

芝居後も人々の生活・会話に潤いを与えた。最高の娯楽であった。 

※２春の花見・野駆け、夏の涼み舟・花火、秋の月見・紅葉狩り、冬の枯野見・雪見など、江戸

には四季を通じてさまざまな行楽があった。また富士参りや伊勢参りなど、信仰と行楽を兼ねた

行事も多く、江戸っ子は競うようにして物見遊山へ繰り出した。 

 

※ １ 贔屓連：いわゆるパトロン、河東節連：浄瑠璃の一つである。現在では重要無形文化財である。 

「助六由縁江戸桜」のみが現在でも河東節を使用している。 



江戸時代作品紹介① 

 

 

江戸生艶気樺焼（ゑどむまれうはきのかばやき） 

天明５年（１７８５）山東京伝画作。江戸通油町蔦屋重三郎刊。 

黄表紙本としても出版された作品である。 

 

 

あらすじ 

金持ちの息子艶二郎が、浮き名を流そう、女にもてようと様々なことを企てるが、元々醜男でもあった上

に、通人ぶるところが裏目に出たり、全く効果が出ない。果てには、にせ心中を図ろうとする。この決し

て憎めないキャラクター艶二郎は、当時の江戸っ子の中に少しずつ在った気質を表現したもである。 

 

 

影響 

京伝の戯作者としての地位をゆるぎないものにした作品である。 

艶二郎のだんご鼻は京伝鼻、自称色男のことを艶二郎と呼ぶのが流行した。「あんまり艶二郎でおざんすね

へ」とは「三筋緯客気植田」で、遊女梅山の言葉である。 

 

    

 

 

 

 

 



江戸時代作品紹介② 

 

 

助六由縁江戸桜（すけろくゆかりのえどざくら） 

「歌舞伎十八番」の内の一つで、正徳 3（1713）年、二代目市川團十郎により初演された。 

 

あらすじ 

花のお江戸の吉原遊廓。そこへ毎日のように通ってくる花川戸助六は、遊女達から大人気の男伊達である。 

彼は何かにつけて喧嘩をふっかけて暴れているが、実は親の仇討ちを控えた曽我五郎時致で、源氏の宝刀の友

切丸を捜している。助六の恋人は、吉原きってのトップスター揚巻、女のもとにしつこく通う侍意休がいる。 

助六は意休が怪しいと睨み刀を抜かそうとするが、なかなか上手く行かない。 

すでに助六の正体を見抜いていた意休がようやく刀を抜くと、それはまぎれもなく友切丸だった。 

彼の正体は平家の残党伊賀の平内左衛門、刀を盗んだ張本人である。 

その夜意休をたおして友切丸を取り返した助六は、揚巻の助けを借りて追手をのがれていった。 

 

特徴的な音表現 

一般には、略して「清元」とよばれます。「浄瑠璃」の一派で、「豊後節」から発生した富本節」をルーツとしている。 

初代清元延寿太夫が、富本節から独立して創始した。歌舞伎舞踊の伴奏や「他所事浄瑠璃」として、舞台上で演

奏する「出語り」を担当する。他所事浄瑠璃」とは、近所の家や隣の部屋などから演奏会や稽古の様子が聞こえる、

という設定で演奏される浄瑠璃をさす。「太夫」とよばれる語りの担当と「三味線」から構成され、使用される三味線は、

「常磐津」と同じく「中棹」である。 

情緒あふれる詞章を大変高い音域で、技巧的に語るのが特徴である。 

 

 

 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Sukeroku_Yukarino_Edozakura_by_Kunisada.jpg
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Sukeroku_Yukarino_Edozakura_by_Kunisada.jpg

